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令和７年９月 

雲 南 市 



のびのび広場・加茂岩倉遺跡公園交流広場の指定管理者が行う業務の内容及びその範

囲等は、この仕様書による。 

 

１ 目的 

 本仕様書は、のびのび広場・加茂岩倉遺跡公園交流広場の指定管理者が行う業務の内

容及びその他について定めることを目的とする。 

 

２ 施設の概要 

名  称  のびのび広場（平成２１年度建設） 

所 在 地  雲南市加茂町加茂中 

概  要  敷地面積：２，１００㎡  

主要施設  広場 

       砂場 １か所 

 

名  称  加茂岩倉遺跡公園交流広場（平成２６年度建設） 

所 在 地  雲南市加茂町大崎 

概  要  敷地面積：９００㎡ 

主要施設  広場 

    普通車両用駐車場 ２台分 

交流建屋 

給水ポンプ（受水槽付き） 

排水タンク 

   

３ 休館日 

のびのび広場 

   なし 

加茂岩倉遺跡公園交流広場 

なし 

 

４ 開館時間 

のびのび広場 

     規定なし 

加茂岩倉遺跡公園交流広場 

     ９時から１７時 

 

 



５ 業務内容 

（１）自主事業に関すること 

 （ア）自主事業に関する基本的な考え方 

○「雲南市市民広場条例」及び「雲南市都市公園条例」に沿った事業を行うもの

とする。 

○指定管理者は、自主事業として自らの予算において、積極的に提案・実施する

ものとする。なお、自主事業の実施により収入（収益）が発生した場合は、そ

の収入（収益）は指定管理者の収入となる。 

 （イ）自主事業の内容  

○原則として施設の目的に添ったものであること。 

 （ウ）対象となる施設 

○のびのび広場・加茂岩倉遺跡公園交流広場 

 （エ）自主事業実施における留意点 

○自主事業の内容は、毎年度事前に報告するものとする。 

○事業計画と異なる事業を実施する場合は、事前に市と協議すること。 

○施設としての利用とバランスをとること。 

 

（２）管理業務に関すること 

（ア）施設業務の内容 

○利用許可申請等の受付・使用許可等 

○利用料金の徴収(還付)・減免 

（イ）対象となる貸館施設及び時間 

貸 館 施 設 貸 出 時 間 

加茂岩倉遺跡公園交流広場 午前９時～午後５時 

 

（ウ）利用料金等 

○ 雲南市市民広場条例別表および雲南市都市公園条例別表１、別表２に定める

範囲内で定めるものとする。 

○ 利用料金の徴収方法は前納とする。ただし、市長が特に必要と認めたときは

後納させることができる。 

○ 自主事業及び減免許可の場合を除き、決められた金額を徴収すること。 

（エ）業務を行う上での注意点 

○施設利用受付業務には、適宜職員を配置し、利用者が施設利用していく上で、

必要な指導助言を行い、不備の無いようにすること。 

○各許可申請等の処理は遅滞なく、利用料金の収納漏れ等無いようにすること。 

  



（３）施設及び設備の管理に関すること 

（ア）建築物、付属設備の管理運営業務 

○施設の適切な運営のため、指定管理者は設備等に関する保守点検、管理・清掃

を行うこと。 

○施設の運営に支障をきたさないよう施設、付属設備の清掃・保守点検を行うこ

と。また、雨漏り、壁のひびなどの、施設を管理する上で重大な不具合が発生

したときは、速やかに市に報告を行うこと。 

 （イ）備品等の保守管理 

○ 施設の運営に支障をきたさないよう事務備品等の保守、管理を行うこと。 

○ 破損、不具合等が発生したときは、市に報告の上対応すること。 

（ウ）その他施設の管理運営業務 

○施設内の秩序を維持し、事故、盗難・破壊等の犯罪及び火災等の災害の発生を

予防し、利用者の安全を図るよう心がけること。 

○指定管理者は、災害などの発生に対応できるよう、防災、防犯マニュアルを整

備し、従事者に周知し訓練を行う等緊急時の対応について十分な対策を講じる

こと。また、施設を地域住民の避難場所と市が判断した場合は、指定管理者は

これに協力すること。 

 

６ 経費等について 

 管理運営に係る経費については、原則的に、貸館による利用料金や市からの委託料等

によって執行するものとする。 

 指定管理料のうち光熱費については、今後の物価変動の推移が不透明であり、現時点

で適正に見込むことが困難であるため、物価変動による影響額は見込んでいない。 

 ただし、「指定管理者に指定する」までに市の方針により光熱費に係る指定管理料を

見直す可能性がある。 

（１）経費の支払い 

   会計年度（４月１日から翌年３月３１日）毎に支払う。なお、支払い時期や支払

方法については協定にて定める。 

（２）管理口座 

   経費については、団体自体の口座とは別の口座によって管理すること。 

（３）経費の執行 

   ア 市が支払う経費には、人件費、事務費及び管理費等が含まれる。 

   イ 経費執行については、収支計画書の項目の範囲内で執行するものとする。た

だし、執行段階において想定しないやむを得ぬ支出が発生した場合は、事前

に市長の承認を得た上で予算の流用ができるものとする。 

   ウ 修繕の費用負担について、１件１０万円未満の軽微な修繕については、指定



管理者が行う。１件１０万円以上の修繕については市が行うものとする。 

 

（４）精算及び事業報告 

   会計年度終了後６０日以内に、次の事項を記載した事業報告書を作成し、市長に

提出しなければならない。ただし、年度の途中において指定を取り消されたときは、

その取り消された日から起算して３０日以内に当該年度の当該日までの事業報告

書を提出しなければならない。 

○施設の業務の実施状況及び施設の利用状況 

○施設の利用に係る料金収入の実績 

○施設の業務に係る経費の収支状況 

○施設の事業（自主事業）に係る経費の収支状況 

○上記事項のほか、施設の業務の実態等を把握するために必要な事項 

（５）経理事務 

   指定管理者は、帳簿等を管理し適切なる経理事務を行うこと。 

（６）検査 

   市は必要に応じて、施設、物品、各種帳簿等の現地検査を行う。 

 

７ 物品等の帰属 

指定管理者が、指定期間中に管理経費により購入した物品については雲南市の所有

に属するものとする。     

 

８ 協議 

  指定管理者は、この仕様書に規定するもののほか、指定管理者の業務の内容及び処

理について疑義が生じた場合は、市と協議し決定する。 

 

９ 業務実施するにあたっての注意事項 

  業務を実施するにあたっては、「公の施設」であることを念頭に置き、公正・公平

な運営を図ること。（地方自治法第２４４条を参照のこと） 


